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　牧
野
光
朗

夢に向かって！

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

「
心
不
全
」
と
い
う
病
名
を

聞
く
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
「
心
不
全
」

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
文
字
通

り
だ
と
、「
心
臓
が
機
能
不
全

に
陥
っ
て
い
る
状
態
」
と
な
り
、

定
義
で
は
「
心
臓
が
悪
い
た
め

に
、
息
切
れ
や
む
く
み
が
起
こ

り
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、
命

を
縮
め
る
病
気
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
心
臓
は
拡
張
し
心
臓
内

に
血
液
を
た
め
、
収
縮
す
る
こ

と
で
血
液
を
全
身
に
送
り
出
す
、

と
い
う
ポ
ン
プ
の
よ
う
な
機
能

を
持
ち
ま
す
。
心
不
全
は
こ
の

ポ
ン
プ
の
機
能
に
何
ら
か
の
障

害
が
で
き
て
し
ま
い
、
体
内
の

主
要
臓
器
に
十
分
な
血
液
を
供

給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
現

し
て
く
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

血
液
の
循
環
障
害
の
結
果
、
全

身
に
水
分
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
、

息
切
れ
・
む
く
み
・
体
重
増
加

を
呈
し
ま
す
。
仰
向
け
で
寝
る

と
苦
し
く
な
る
の
で
、
机
に
も

た
れ
た
り
、
背
中
に
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
入
れ
た
り
す
る
と
楽
に
な

っ
て
寝
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
臓
器
へ
の

血
流
供
給
が
不
良
と
な
り
、
腎

臓
へ
の
影
響
と
し
て
尿
量
低
下
、

筋
肉
へ
の
影
響
と
し
て
だ
る

さ
・
疲
れ
や
す
さ
、
脳
へ
の
影

響
と
し
て
不
眠
・
失
神
、
消
化

管
へ
の
影
響
と
し
て
食
欲
低
下

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

心
不
全
の
原
因
と
し
て
、
虚

血
性
心
疾
患
（
急
性
心
筋
梗
塞

を
代
表
と
す
る
冠
動
脈
疾
患
）、

弁
膜
症
、不
整
脈
、な
ど
の
「
い

か
に
も
」
な
心
臓
の
病
気
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
の
一
般
的

な
内
科
疾
患
も
原
因
と
な
り
、

ま
た
日
常
生
活
で
の
習
慣
が
病

状
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
塩

分
・
水
分
制
限
の
不
徹
底
、
薬

の
服
薬
不
徹
底
、
通
院
が
不
定

期
、
喫
煙
、
な
ど
が
心
不
全
の

増
悪
要
因
と
し
て
よ
く
指
摘
さ

れ
ま
す
。
今
後
心
不
全
患
者
の

増
加
が
予
測
さ
れ
、「
心
不
全

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
が
や
っ
て
く

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
御

家
族
、
周
囲
の
方
々
、
医
療
従

事
者
と
協
力
し
て
日
頃
か
ら
心

不
全
増
悪
の
予
防
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
!?

先月の 木下典子 さん（松尾）からのリレー

さ
と
う

ふ
み
の
り

佐
藤
文
紀
さ
ん
（
下
久
堅
）

そ
の
１８４

地
域
医
療
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
と
励
ま
し
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
当
地
域
で
確
認
さ
れ

る
中
で
、
飯
田
下
伊
那
地
域

の
医
療
に
関
わ
る
皆
さ
ん
の

役
割
が
改
め
て
注
目
さ
れ
ま

す
。

　
当
地
域
は
医
療
資
源
が
大

変
限
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
地
域
医
療

が
崩
壊
せ
ず
、
飯
田
下
伊
那

診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

（
イ
ズ
ム
リ
ン
ク
）
の
よ
う
に

全
国
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る

仕
組
み
が
生
ま
れ
て
き
た
背

景
に
は
、
医
療
と
行
政
の
関

係
者
が
集
っ
て
時
々
の
課
題

の
解
決
策
を
見
出
し
て
き
た

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
当
地
域
の
医
療
の
中

核
に
位
置
す
る
飯
田
市
立
病

院
の
役
割
も
重
要
で
す
。
か

つ
て
医
師
数
が
限
ら
れ
毎
年

大
き
な
赤
字
を
出
し
て
い
た

市
立
病
院
が
、
こ
の
１５
年
余

の
間
に
産
科
医
不
足
の
危
機

を
乗
り
越
え
、
健
全
な
病
院

経
営
を
維
持
で
き
る
体
制
を

整
え
て
き
ま
し
た
（
表
参
照
）。

　
そ
し
て
今
、
当
地
域
の
医

療
に
関
わ
る
皆
さ
ん
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

新
た
な
困
難
に
一
丸
と
な
っ

て
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
皆
さ
ん
お
一
人

お
一
人
に
感
謝
と
励
ま
し
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

下
久
堅
柿
野
沢
に
て
、
地
域
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
業
を

営
ん
で
い
ま
す
。
私
の
畑
で
は
、
メ
イ

ン
と
な
る
プ
ル
ー
ン
と
市
田
柿
に
加

え
、
米
や
桃
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
空
い
て
く
る
農
地

が
少
し
づ
つ
増
え
て
い
く
中
で
、
農
地

の
引
き
受
け
や
、
草
刈
り
や
竹
藪
の
伐

採
、
田
植
え
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
地

域
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
魅
力
の
あ
る

柿
野
沢
を
残
し
て
い
く
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

微
力
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
地
域
の

担
い
手
と
し
て
、
貢
献
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
い
な
い
静
か
な
畑
で
自
然
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
今
日
も
頑
張
り
ま

す
。

みやじま そら

宮島空来 さん
（追手町小６年）

私の夢は、美容師になることです。なぜ
なら美容師のお母さんやお父さん、おばあ
ちゃんのようになりたいからです。
小さなころから、お母さんやおばあちゃ
んの楽しく仕事をしているすがたを見てき
ました。だから私も、お客さんと楽しい時
間を過ごせるような、素敵な美容師になりたいです。そのため
に、何事も真けんに取り組み、だれにでもやさしい人を目指し
ます。最後まであきらめないでがんばります。夢に向かって！

能塚 康介

東京農工大学大学院

りんご並木をめぐる
「モノガタリ」の形成

（神奈川県川崎市出身）

私は、飯田のシンボルであるりんご並
木の、現在までの継承過程に物語性が
あると仮定し、調査を進めてきました。
そして、りんご並木の物語には、終わり
がないということ、そして、大火という悲
劇が発端にもかかわらず、現在では、美
しい話として継承されているところに着
目しました。りんご並木の継承過程は、
既存の「物語」に当てはめることが難し
いことから、今回の研究では、新たに
「モノガタリ」と定義し、後世に残してい
くべき実践を継承・発展させるための典
型例としてこの調査を行いました。
飯田の方々は皆さん本当に優しく、い

つも挨拶に行くと快く迎えてくれました。
今では第2の故郷のように思っていま
す。また今回、りんご並木を主軸とした
研究は初であり、それを飯田に還元でき
ただけではなく、学会などでも高く評価
していただきました。
外部からきた私のために、本当に多く

の方々が協力してくださいました。この
場をお借りしてもう一度深く御礼申し上
げます。

りんご並木にて

ひらばやし まさお
市立病院　循環器内科

平林正男  医師

のうづか こうすけ
農学府共生持続社会学専攻 修士２年

医師
看護職

医療技術職
事務職
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